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Ⅰ尼崎市子どもの育ち支援センターの概要

正式名称は、尼崎市子どもの育ち支援セ
ンター（以下「支援センター」という。）
とし、別に愛称をつけることとする。

１ 名 称

２ 所在地

尼崎市若王寺２－１８－１

あまがさき・ひと咲きプラザ育ち館
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あまがさき・ひと咲きプラザ育ち館（旧聖トマス大学２号館）を改修し、
尼崎市子どもの育ち支援センターを事業所※として設置する。

※ 事業所とは、市の業務を本庁舎以外の場所で行う場合に設けられる組織のことをいい、その組織の長には一定の権限が与えられている
ことが通例である。尼崎市子どもの育ち支援センターは、主として市の業務が行われる施設であるため、「公の施設」には
位置づけない。



３ 建物の概要

建物区分 育ち館

建築面積 約７８２㎡ （現状６８８㎡、増築 約９４㎡）

建物延床面積
約２，０３１㎡

（１階 約７３４㎡、 ２階 約７０８㎡、 ３階 約５８９㎡）

構造 鉄筋コンクリート造・３階建

施設の概要

1階
受付兼相談室、相談室（大）（２）、相談室（小）（６）、相談室兼カン
ファレンス室（２）、親子相談室、応接室、待合室、授乳室、倉庫

2階
地域交流室、感覚統合※１室、プレイルーム、幼児支援教室、観察室※２、カ
ウンセリング室、受付、事務室、倉庫

3階
適応指導教室（学習室（大）、学習室（小）兼カウンセリング室、職員室、
調理室、活動室、倉庫）、診療室、保健室、プレイルーム（箱庭）、発達検
査室（２）、保護者室・研修室、心理療法室
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※１ 感覚統合とは、次々と身体に入ってこようとする７つの感覚（触覚、視覚、聴覚、味覚、嗅覚、手足の状態・筋肉の伸び縮みや関節の
動きを感じる感覚、身体の動きや傾き・スピードを感じる感覚）を整理したり分類したりすることをいう。このはたらきによって、そ
の場その時に応じた感覚の調整や注意の向け方ができるようになり、自分の身体を把握する、道具をつかいこなす、人とコミュニケー
ションをとるというような周囲の状況の把握とそれを踏まえた行動ができるようになる。

※２ 観察室とは、保護者等が、幼児支援教室で指導者が子どもに言語や動作等を指導している様子を観察してスキル等を学ぶ部屋。



Ⅱ 支援センターのコンセプト

１ 基本理念

日常生活又は社会生活を営む上で、様々な困難や課題を有する子どもに
対し、その特性、発達段階、その他の状況に応じ、福祉、保健、教育その
他の関連分野の有機的な連携の下、総合的かつ継続的な支援を行い、子ど
も達の健全育成及び社会的な自立を図る。

 子どもが主体となる支援を行う。
 ０歳からおおむね１８歳（必要に応じて延長する場合あり）までの子ど
もと、その保護者を切れ目なく支援する。

 福祉、保健、教育等の連携の下、行政以外の関係機関等とも協力、連携
して支援を行う。

２ コンセプト
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① ワンストップ相談窓口による総合相談

・主に何らかの課題を抱えた子どもや子育て家庭を対象とした総合相談窓口としつつ、身近な子育て相談
も含め、幅広い相談に対応する。

・より専門的な相談や支援が必要な場合は、支援センター内の専門職員や他の関係機関等につなぎ、様々
な職員や機関の有機的な連携による支援に結びつける。

・一人ひとりの子どもの支援歴等の記録を一元的に把握する電子システムを構築し、迅速かつ適切な支援
につなげる。

② 発達相談支援

・発達障害に関する様々な相談に対応し、発達検査を実施、必要に応じて診察し、早期に治療や訓練につ
なげる。

・通所、訪問等による継続的な支援やカウンセリング等を実施する。（子ども支援教室の運営、ペアレン
トトレーニング※１、ソーシャルスキルトレーニング※２の実施等）

・保育施設、幼稚園、学校等へ専門職員を派遣し、集団遊び等の観察を通じて、子どもの発達の特性等に
応じた支援方法について、先生への提案や、保護者に子どもとのかかわり方などについて、アドバイス
等を実施する。

・子どもの発達特性等に関する情報を施設間や施設内で切れ目がなく適切に引き継ぎが行えるよう各施設
との連携を図る。

・保護者が養育上課題を抱えている場合は、支援センターに配置する児童専門のケースワーカーも一緒に
なって、支援を実施する。

※１ ペアレントトレーニングとは、保護者が子どもとのより良いかかわり方を学びながら、日常の子育ての困りごとを解消し、楽しく子育てが
できるよう支援する保護者向けのプログラムをいう。

※２ ソーシャルスキルトレーニングとは、運動遊びや、ロールプレイ、なぞなぞなどのゲーム等を通して、人が社会で生きていくうえで必要な
技術を習得するための訓練のことをいう。
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Ⅲ 事業概要



③ 家庭児童相談

・課題を抱える子どもや子育て家庭からの相談に対応する。
・支援センターの中核として配置する児童専門のケースワーカーが、支援センター内の他の専門職員や
関係機関とのコーディネート役として、調整を行い、適切な支援に結びつける。

・虐待予防などの観点から、関係機関からハイリスク家庭の情報を入手するなど、できるだけ早期にハ
イリスク家庭を把握し、支援を実施する。

・子どもや子育て家庭に適切な支援が実施できるよう、官民問わず、様々な機関と連携し、そのための
ネットワークづくりに努める。

④ 教育相談・不登校対策支援

・不登校・友人関係等の相談や不登校児童・生徒への支援を実施する。
・配置する指導主事※１が中心となって、学校や支援センター内の他の専門職員と連携し、子どもの状
況に応じた支援プログラム等の作成、支援を実施する。あわせて、家庭に課題が見られる場合は、家
庭への支援も実施する。

・適応指導教室の設置等、各種事業を実施する。（サテライト学習支援事業、学生や社会人をボラン
ティアとして派遣するハートフルフレンド事業※２、訪問事業 等）

※１ 指導主事とは、学校への支援指導等を行うため教育委員会におかれる専門的職員。大学以外の公立学校の教員を充てることが多い。
※２ ハートフルフレンド事業とは、外出困難な児童生徒の学校復帰への意欲を育てるために、学生や社会人のボランティアを派遣する事業。

５

※支援センターで、発達障害や不登校等の相談支援業務で関わってきた子どもが、状況が改善さ

れずひきこもり等で引き続き支援が必要な場合は、同一敷地内にある（仮称）ユース交流セン
ターや関係機関等とも連携し支援していきます。



子どもの育ち支援センター

連携

１ ネットワーク構築事業

関係機関や地域・社会資源とのスムーズな連携ができるようネットワークを構築するため、各保
育施設・幼稚園・学校（小中高）等を訪問し、各施設とのハブ機能の強化を目指す。

連携

地域・社会資源
（社会福祉協議会・つどいの広場・主任児童委員等）

関係機関
（各保育施設・幼稚園・学校（小中高）等）

６

Ⅳ 平成３０年度実施プレ事業



２ 発達障害・不登校支援プレ事業

現在、保健所・保健福祉センターや教育委員会で実施している発達障害やその疑いのある子
どもの早期発見・早期支援の取組に加え、支援センターの開設を見据え、発達障害の相談・支
援事業のプレ事業を行う。
具体的には、 ①子ども支援教室（就学前後を見通した連携機能の試行）、 ②ペアレントト

レーニング（一般向けと支援者向け）を行う。

また、現在、教育委員会で実施している不登校児童生徒に関する取組に加え、支援センター
の開設を見据え、③サテライト子ども相談事業として、サテライト学習支援（地域の公民館等
の公共施設を活用した学習支援）に来ている不登校児童生徒・その保護者に対してカウンセ
ラー等による相談対応を実施する。

３ 研修事業等

支援センターの周知や職員の資質・能力向上のための研修を実施するほか、テーマに応じて
専門家や関係者による意見交換会等を開催する。

７



• 一人ひとりの子どもを総合的かつ継続的に支援するため、子どもの支援歴等の記録を電子化。
• 支援センター内での支援内容等を一元的に把握。
• 個人情報保護の観点を十分に考慮し、セキュリティ対策を講じる。

子どもと子育て家庭状況

ケース情報

・相談種別、主訴内容
・子どもの状況
・通告者情報 など

・経過記録
・ケース会議結果
・添付資料 など

・氏名、年齢
・保護者・家族情報
・健診・予防接種歴
・通学状況
・福祉サービス利用状況
・添付資料

など

児童情報

ケース登録

対応記録

基本情報登録

子どもの育ちに係る支援センター
電子システム

電子記録
抽出

子どもと子育て家庭への支援に
必要な情報を横断的に把握

住所、氏名、扶養状況、就園（幼稚園、保育所等）
通学先（小・中学校）

など

・子ども・子育て家庭状況を確
認しつつ、相談業務に従事

・必要に応じて電子記録を行い、
横断的に活用

子どもの育ちに係る
支援センター
職員

庁内各課システム

抽出

出力
・業務帳票
・統計帳票

閲覧

登録
更新

子どもの育ち支援システム

子どもの育ち支援
センター職員

閲覧
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Ⅴ 支援歴等の電子記録の構築



Ⅵ 支援センターのレイアウト

１階

９

子ども用便所
応接室

EV

女子便所

相談室

（大）

待合室

相談室

（大）

親子相談

室相談室

（小）

相談室

（小）

相談室

（小）

多機能便所

倉庫

サロン

バギー置

場

中庭

相談室兼カン

ファレンス室
玄関ホール

倉庫 倉庫 倉庫

電気室・

空調機置場

PS

待合

室
受付兼相談室

下足ス

ペース

相談室兼カン

ファレンス室

職員玄

関 授乳

室

相談

室

（小）

相談

室

（小）

相談

室

（小）



２階

10

事務室 カウンセリン

グ室

EV

地域交流室感覚統合室

幼児支援教室

観察

室
倉庫 プレイルーム幼児支援教室

幼児支援教室

吹抜 受付

男子便所

女子便所



3階

11

倉庫

男子便所

女子便所

職員室 学習室（大）
学習室（小）

兼カウンセリ

ング室

調理室

診療室

受付

前室

吹抜

多機能便

所

倉庫

活動室

保健

室

洗濯

室
心理療法室

保護者室・研

修室
発達検査室 発達検査室

プレイルーム

(箱庭)
EV

適応指導教室



Ⅶ 今後のスケジュール（予定）
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○子どもの育ち支援条例改正議案の提出 ：平成３０年６月
（個人情報の目的外利用の規定の追記関係）
○ひと咲きプラザ整備工事完成 ：平成３１年夏頃
○支援センター業務の開始 ：平成３１年秋頃
（児童福祉法上の「子ども家庭総合支援拠点」に位置付ける予定）

平成30年度 平成31年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

●

子どもの育ち支援条例
改正議案の提出 ひと咲きプラザ整備工事完成

子どもの育ち支援センター業務開始


